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2 P-35(P)

ポスターセッション

食に関する情報源としてのテレピコマヽ･－シャルの特性について

-1991 年と1997 年におけるテレビコマーシャルの調査比較ヽ･-

○亀谷小枝、本膠真弓　 （兵庫大短大）

食に関するTV-CM と食品選択行動との関係についての研究の一環として､TV-CM の特性を調べた。

関西系の２種のチャンネルについて1991 年と1997 年の１日2  4時間、各１週間のTV-CM を分類、集

計し、特に食のTV-CM に関しては放映件数、商品の種類およびキャッチフレーズについて比較検討を

行い、次の事を明らかにした。

①６年間で食のTV-CM の件数は増加したが、全ＴＶ-ＣＭ 中の比率では他ジャンルのCM 増により若干

減少した。

②飲料CM ではアルコール類の占める割合が両年次とも4  0％前後と最も高かった。果汁飲料類やコ

ーヒー／紅茶類では６年間で減少し、茶／水類、スポーツドリンク類で増加傾向が認められた。

③食品CM では６年間で調味料類の占める割合が大幅に増加したのに対し、インスタント食品類、穀

類／豆類、魚／肉／卵類、乳製品類のCM 件数で減少が見られた。

④キャッチフレーズに着目して比較してみると、1991年には美味しさや簡便性をうたったものが多か

ったが、1997年には味や簡便性に加え、栄養成分や健康増進、安全性、素材を重視した高級化を強

調した内容のものが増えており。食生活スタイルの多様化傾向と一致していた。

2 P-36(P) 子どもの性被害調査－その社会的背景とこれからの対応について

○ 三上　恵

（日本女子大）

＜目的＞性被害を隠そうとする社会め中で、本当はどれほどの被害があるのだろうか。

被害にあった本人の心の内・被害にあったときの時刻・場所などの状況・周囲の人の対応

公共機関への通報の有無を調査によって明らかにすると共にマスメディアの性に関する

報道や法規制とそれに伴う「表現の自由」との関連について意見を求め現状を明らかにし

私たち自身が被害に遭ったときの対処法や、まわりの被害者への対応、今後必要と思われ

る社会環境の改善、そして、これからなにをなすべかを考える。

＜方法＞i5 歳以上の女性を対象に、アンケート調査をおこなった。

＜結果＞調査の結果、回答者の7  7% という多数の女性が何らかの形で性被害を受け、

３人に１人とい う高い割合で12 歳以下という低年齢のうちに最初の被害にあっているこ

とがわかった。そのうち、公的機関に通報されたものはごくわずかであった。

マスメディアが性犯罪の増加に影響を与えていると大部分の人が(8  2 % ）考えており

被害者の低年齢化を不安視し、何らかの規制を必要と感じている。

周囲の性被害に対す る正しい認識と姿勢､相談窓口の整備や広報活動、子どもが性被害か

ら自分自身を守れるような予防教育の提供が望まれる。
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